








地域共生推進センターとは？
地域共生推進センターは、新見市の「大学を活かしたまちづくり」の推進、「新見版地域共生社会」の構築

を目指し、２０１９年に設置されました。 学生のボランティア活動の支援や土下座祭りをはじめとする地域

行事の振興、市民の方へ向けた公開講座などを行っています。 ２０２２年には、新見公立大学(NiU)新見駅西

サテライトがオープンし、より地域に開かれた大学を目指し、活動を展開しています。

新見公立大学地域共生推進センター

（SA担当教員：長宗武司）

Mail：chiikikyousei@niimi-u.ac.jp

Instagram

フリーペーパー「なるたき」＠narutaki_niimi

インスタグラムで
SAの活動をチェック！

”SA”によるまちづくり
地域共生推進センターでは、全学科から選抜された学生が“SA”（スチューデント・アシスタント）として

センターに所属し、「①地域交流部門（まちづくりゼミナール）」、「②駅西サテライト部門」「③情報発信・広

域連携部門」の３つの部門に分かれて、地域貢献活動や広報活動に取り組んでいます。

担当教員より
当センターでは、２名の教員に加え、新見市の地域に精通した専門職員（コーディネーター）がSAによるま

ちづくり活動を支援しています。SAの活動は教育の一環として、「地域の課題を解決する能力」、「学生どう

しや地域の方とのコミュニケーション能力」、「学生のリーダーとしての能力」の習得を目指し、まちづくりに

関する独自の研修やゼミナールを開講しています。

地域に密着した数多くのプロジェクトは、全国公立大学学生大会（LINKtopos）においても高い評価を得

ており、学生の地域貢献活動は本学の大きな特徴となっています。

①地域交流部門 ②駅西サテライト部門

③情報発信・

広域連携部門


